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粗　自然環境創造に対する植物社会学的立場からの提案

1．　環境保全林・保全緑地の重要性

　今までの都市づくり，産業立地や交通施設の建設は，ゆくてをさえぎる森林を伐り開き，焼き

払い，ブルドーザーで代表されるような大型土木・工作機械で地形を変形して，陽然の多様性の

画一化・貧化を強要することが前提となっていた。さらに非生物的な鉄，セメント，石油化学製

品などの材料による新しい人工環境の形成が基礎となっていた。

　しかし，現在の我が国の首都圏の各都市のように，まわりの自然環境が急速に変化，破壊を強

要されているところでは，人間の本質的共存者としての緑豊かな自然環境をいかに奪い返すかが，

これからの都市ずくりや都帯の：再開発の基本となる。

　しかも，最近ようやく我が国の各地でも言われるようになった緑化問題についても，蟻に緑に

見えればよいのではない。そこの住民が数百年来共存してぎた。郷土種による，郷土の森づくり

による，非生物的材料を主とした都市，交通施設，産業立地の中や，まわりへの自然の多様性，

生物社会の多彩性の確保，維持が真の目的である。かつて，静かな自然環境や田園景観が都市の

周辺に十分準備されていた時代の都市公園や緑地づくりは，できるだけ視覚的に美しく，機能的

な利用に適する，いわゆる美化運動の一部でよかったかも知れない。

　しかし，人工景観的な都市がつらなり，メカニカルな交通施設，非生物的材料や人工資材に埋

まった新産業立地などでは，より本質的な市民の生存条件，生物社会の一員としての人間が，健

全に肉体的にも精神的にも生きのび，発展するための真の共存者一植生一による積極的な環境の

保全・創造がのぞまれる。

　都市，産業立地の中やまわりに生活する人たちへの緑の必要性については，すでに色々分析的，

個別的に述べられている（只木！974）。基本的には多彩な生物社会の一員として生かされてきた人

間が，いわゆる都市砂漠化産業砂漠化を強要されている。あるいはその危険性の強い人工立地

の中に，いかにして，その立地の潜在能力が与える潜在自然植生に癒じた郷土種による多様な環

境保全機能を果す郷土の森を復元，保全，市民を共存させてゆくかにある。

　平塚市の大部分の地域のように潜在自然植生が海岸近くのヤブコウジースダジイ群集域，相模

川，花水川およびその間の流域の沖積地はイノデータブ群集域，一部西北部の丘陵地はシラカシ

群集域が潜在自然植生域のように冬も緑の常緑広葉樹林帯（ヤブツパキクラス域）では，それぞ

れの潜在自然植生の構成種を弄響しい現在の環境保金林，環境保全緑地形成の構成種として使うの

がもっとも確実で，将来維持費がかからず，時關と共により発展する生態学的な方法といえる。

　平塚市内のそれぞれの立地の潜在自然植生に応じた環境保全林や保全緑地は，市民の持続的な

生存環境の保証，さらに間違いなく発展する固有の文化の基盤として市民の精神活動の源泉とも
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なるであろう。また常緑広葉樹であるために火に強く防火林の役目も果す。さらに直根性である

ため風や地震の際にも倒れないので，災害時の逃げ場所，逃げ道の機能も果す。

　さらに防音・吸音効果，大気中の浮遊粉塵の吸着・うか，大気の浄化，地下水の浄化などにも

多様な環境保全機能を果す。都市や産業，交通施設などの人工施設が発達すればするほど，それ

ぞれの直接のいわゆる公害対策は，発生源で徹底的に行なわれなけれぽならない。しかし，どの

様な物理，化学的な対策も，発生源で，それぞれの汚染源を全くゼロにすることは不可能であり，

個甥鰐策で人間の生存環境全体のバランスを保つことも不可能である以上，環境の根本的な保全

・維持は，そこの住民と長い間共存してきた郷土の植物による多様な植生学的な環境翻造にたよ

る他はない。

　また生きた構築材料を使い市民の共存者としての植生による環境の創造には，非生物的材料と

ある程度の時間がかかる。したがって，大木の繁植は困難であるばかりでなく，成功しない場合

が多い。小さくても将来大きくなる潜在自然植生の構成種の種子や幼木を密植して，時間と共に

本命の環境保全林の形成がもっとも好ましい。

　また一見保守的に見えてもっとも進歩的で確実的方法は，現存している残存林や残存植生の保

護，保全を行なうことである。幸いにも平塚市内には現存植生図に示されているように市中央部

の八幡神社をはじめ各地の社叢林，寺院林，屋敷林に見られるように潜在自然植生の構成種のス

ダジイ，タブノキ，アラカシ，シラカシなどを主とした郷土林が残されている。また旧砂丘上の

集落や高麗山の裏側にあたる市の西部の丘陵部などには比較的欝然度の高いクロマツ林やクヌギ

ー聡ナラ群集の植分も見られる。

　平塚市民の将来にわたる健全な精神的，肉体的生存環境を保証し，さらに掛違いの少ない市の

発展を期するためには，すべて現存植生図を現在の市域の緑の現状診断図として，自然度の高い

植生や多様な環境保全機能の期待される郷土種による郷土林一一社寺林，斜面林，屋敷林一の

保護が重要である。また砂丘，河辺ぞいなどの人聞の千渉に敏感な植生保全が必要となる。

　他方，東海道本線国道一号線ぞいや最近工場，住宅団地に変化しはじめている相模川，金譲

川側沿いの沖積地などには，潜在自然植生図を処方箋とした積極的な平塚市民の郷土の森づくり

が，明日の市と市民の健全な発展の基盤としてきわめて重要な前提条件となる。

2。　環境保全林・保全緑地が必要とされる地域

　1）　市街地の緑

市街地の緑は，建物の中で終日過す人々が一歩外に出て，外の空気を吸う晴に讐に映り，また

自動車の排気ガスぽかりでなく，緑の中の空気をすうことができる。基本的には冬も緑の常緑広

葉樹による多層群落を形成し，生きている緑のフィルターの機能が必要とされる。また自動車道

と歩道の間に潮聾し的に低木，高木組み合わせによる並木も点から線に，線から帯への拡大も必

要と考えられる。市街地セこおける緑地としては
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　　　a．並木

　　　b．公園・学校など公共施設の中やまわりの緑

　　　c．屋敷林・生垣

など点と線，さらに帯やかぎられてはいるが面の組み合わせによる緑地が可能である。たとえぽ

フランスのパリでは観光地で売るだけではなく植栽種や方法に多少閥題はあるとしても，空中写

真でみるとがいせん門を中心に放射状に緑が街中をはしり，またセーヌ川ぞいも帯状に並木がつ

づいている。公園ぱ広く植物園のように多彩な緑でおおわれ，動物園も緑の森の中にあるといえ

る。樹種・植栽法は別として緑を点と線で結ぶことは可能な例の一つである。またごみ処理場に

おいてもハンブルグやウイーンではゴミ投棄後客土・植栽を行ない郷土の森形成地域にしている。

市街地の緑地形成に対して空間的にも技術的にも不可能ではないことが示される。

　2）工　場　内

　工場内では騒音，臭気，廃棄物，排気ガス，煤煙など様々な公害問題が生じやすい。根本的な

発生源対策として化学的処理と物理的処理は第1に必要とされるが，さらに工場周辺に環境保全

林の形成が望まれる。たとえ幅1鷺からでも保全林は形成できる。可能であれぽ少くとも100m

幅マウンドを形成し，境界環境保全林でエ場街を眠むことが理想的である。工場内の趣味的な庭

づくりは工場内のスペースを朋いて利用されてもよいが，最低限工場周辺の石心のかわりに境界

環境保全林の形成が望まれる。

　環境保全林は騒音防止，臭気防止，排気ガスの浄化その他総合的な働きをもっている。市街地

の環境保全林，保全緑地形成の一環としても工場周辺の潜在自然植生の構成種を主とした，本物

の環境保全林形成が望まれる。

　3）公共施設

　環境保全林，環境保全緑地形成の場として公共施設の利用は比較的計蔑しやすい。積極的な生

垣の形成，生墳のかわりとなる保全林形成など計画的な緑の環境創造が可能である。学校，公園，

役所各種試験場など建造物周辺には潔でみて楽しめる園芸植物の栽培などもよいが，少くとも

周辺の隣接建物の境界には環境保全形成が必要である。

3．　自然環境復元および創造のための諸提案

　1）植　栽　種

　葦郷土種による郷土の森をミ

　環境保全林あるいは環境保全採点を形成する際には，その土地にあった，ある程度根づいたら

入為的管理を行なわずに生育できる種類を植栽することが望ましい。平塚市はかつては河辺，海

辺，北部の沖積低地などの一部を除くと冬でも緑の葉をつけている常緑広葉樹林一一ヤブツバキ

クラスーでおおわれていたと考えられる。現在でも各立地は潜在自然植生支持能力に多少の桐

違こそあれ常緑広葉樹林をささえることができる。森林は草原に対して25倍の空気の浄化作用を
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行うといわれる（ElleRberg　1973）。また常緑広葉樹は夏緑門評判に比較して冬も緑という糊生に

より倍の浄化力をもっている。したがって潜在自然植生図て示された常緑広葉樹林への復元かも

っとも効果的てある。そのためには従来使われていた園芸榊物をもっとも内側の身の回りだけに

とどめ，常緑広葉樹種を主とした潜在自然綾羅構成種を主仏に，郷土種の利用による多様な環境

保全林としての機能の増進が望まれる。

　現在植栽されている藤木あるいは園芸憐種や外来種中心の植栽には，潜在自然植生構成種によ

る補植を石ない，段階的に立地木来のこふるさとの森．に育成することが望ましい。

　2）植栽方法

　≒森の下に森を作れミ

　ドイツのことわさに上記の言葉かある。森林社会は地上に復雑な多層仕覆を形成しているだけ

ではなく森の下一すなわち土壌中にも腐植物を中心に土壌微生物，土壌動物による複雑な議会

か営まれている。現在調査されている植生とエ壊動物群集との比熱資料からもタブ林，シイ林，

二次林，草原の関連をみると各櫛分内に生育する土壌動物は植物の患現種故に比例して増えると

いわれる（青木・原田・宮脇1976）。したがって早急に森林形成を考える際には表層土の復元か

＾　瓢　　冤

Phot　54新しい造成地では全てが切りくずされ，つくりなおされている。降水時

　　　　の土砂崩壊を招きやすい。

　　　Au‘neuen　I3austeilen，　wo　alle　Huge豆Zerschnltten　und　abgetlagen　ulld　111

　dユeTaler　zugeschu之tet　worden　smdゆetzt　bel　Regen　lelchtもtarke　Eros1・n　eln

　（Tsuchlya）
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　　　　Phot　55　砂層地簸てはとくに崩壊が激しい。

　　In　Sarld－Schlchten　kann　sehr　lelcht　durch　menschllche£lngr！ffe

Bodenzerstorende　Eroslon　elnsetzen（Tsuchlya）

まず第1に望まれる。表層土を20～30cm復元し，さらに常緑広葉樹による植栽を石うことによ

り森林形成か，腐植土壌が形成される時間たけliiくできる。また植栽の際も十分な費用により威

木を植叔することも可能だか，羅失に橘冠し，その日からIしまず生冑するポソト苗などの，将来

高木層を形成する常緑広葉樹を密植することは安い費用ですませられる。

　また造成地あとなとてはとくに表土復元か必要とされる。
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Fig．！6環境保全林の形成。表層土30・m復元した上に常緑広葉樹を植栽

　　　　　し，多層社会に発展させる。

　　Schematische　Darstellung　zur　Schaf魚ng　der　Umweltschutzwalder．　Auf

abgetragenen　F1参chen　Mutterboden　etwa　30clu　tief　aufbrunge鳥und　standortgemaβe

i燃mergr茸ne　Laubbaume　dicht　pflanzen　Mit　der　Zeit　bilden　sich　mehrsicht玉ge

stabile　w組der，

　ミ単層社会より多層社会へ。

　植物社会は畑地雑草群落や水田雑草群落あるいは河辺草原や砂丘草原のような単暦群落からヤ

ブコウジースダジイ群集，イノデータブ群集，イ排ハモミジーケヤキ群集あるいはクヌギーコナ

ラ群集のような多層社会まで，環境に応じた住みわけを行っている。単層社会を形成している植

物群落は自然の環境条件が極端な場合や，人為的影響が過度に加わる場合に構成される。しかし

一般に我々が生活しているところ，あるいは生活できる地域は潜在自然植生が冬でも緑の常緑広

葉樹林や，四季の色彩の変化が楽しめる夏緑広葉樹林の高木層から草本層まで3～4履構造の森

林域にある。

　これらの多層社会を構成する緑の総不漁1積は単層社会を構成している群落の緑の面積の25～30

倍の緑被面積をもつことになる。したがって芝地やお花畑を形成するよりも狭い面積でも≒多摺

社会の森林ζで囲まれることの方が植物社会の多様な環境保全：維持機能をより効果的に発揮でき

る。
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　植栽する場合には菌木であっても将来高木に生長する木を密植する。屠を楽しませる，あるい

は子供の遊び場となる芝生や花壇は中央や前面に設置しても敷地周辺には環境保全林形成の計画

をすることが望まれる。さらに高木を植栽した外側にはマント群落となる低木や覗高木の植栽を

細い帯状に行なう（Fig．16）。全体に片屋根式，あるいはピラミッド型や台形に配置されるよう

な植栽法が効果的である。古くから有名な庭園づくりには借景法が取り入れられたり，あるいは

周辺に胞然林をつくり中に池や石の配置，ツツジやアジサイなどの造園植物の植栽が行なわれて

いるQ

　3）海岸に対する提案（砂地の場合）

　海岸砂丘は風衝が強く，塩分，乾燥など極端できびしい環境条件下にある。したがって砂丘に

生育する植物の種類や群落はきわめて限られている。

　防風林・防砂林として植栽されたクロマツ穂林の頭部が枯死し問題になっている。また，その

生育は著しく悪く，海岸から多少距離のある内陸部のクロマツ植林に対し樹高が低い。

　一般に海岸の植生配分は風衝と砂の動きに平行して，前面よりハマグルマーコウボウムギ群集，

ハマグルマーケカモノハシ群集，チガヤーハマゴウ群集，マサキートベラ群集，ヤブコウジース

ダジイ群集と配分されている。クロマツ植林はそのうちチガヤーハマゴウ群集より後背地に植栽

されている。茅ケ崎市や藤沢市ではハマグルマーケカモノハシ群集まで植栽されている。したが

って普通風衝や砂の動きをとめる草本植物による植物群落が発達するところに植物群落の空間的

な排列の秩序を無視して，無理やりに森林を形成しようとする計画は一般的にはきわめて困難で

ある。したがって汀線沿いの前面に植樹するよりは，まず砂丘にコウボウムギ，コウボウシバ

1 2 3 4 5 6 7

　　　　　　　　Fig．17　海岸砂丘潜在自然植生配分模式

　　　Verteilungsschema　der　potentieli　ratUrlichen　D蓑nen－Vegetat玉on

1：海　　　　　　　　　　　　　Meer
2　：裸　　ユ也　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nackter　Sand

3：ハマグルマーコウボウムギ群集Wedelio－Caricetum　kQbomugi

4：ハマグルマーケカモノハシ群集　We（lelio－lsachaemetum　anthePho「oides

5：チガヤーハマゴウ群集　　　　　Imperato　cyhn（1ricae－Vitecetum

　　　　　　　　　　　　　　rotundifoliae

6：マサキートベラ群集　　　　　Euonymo＿Pittosporetum　tobifae

7：ヤブコウジースダジイ群集　　　Ardisio－Castanops玉etum　sieboldii
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（やや湿ったところや照状地），ケカモノハシなどを密植し砂の動きをとめることが必要とされる。

湘南道路付近では砂丘草原に後接して表土を植栽箇所に環元し，マサキ，トベラ，マルバシャリ

ンバイなどの常緑低木を植栽するなどして，マント群落となる砂丘低木群落を形成してクロマツ

林の育成をはかることが第一と考えられる。

　砂丘後背地の現在住宅地に利用されている地域では植栽予定地に表土20～30cm客土すれば，

ヤブコウジースダジイ群集の植栽が可能である。ク戸マツ植林下では補植による常緑広葉樹林へ

の復元が考えられる。桃浜町月湘庵では明治後期に植栽された庭がクロマツを高木層にともなっ

たヤブコウジースダジイ群集を形成している。

r

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　御

1 2 3 2 4 5 6 7 6 8

　　Fig．18　海岸砂丘現存植生配分模式

Verteilungsschema　der　realen　D廿nen－Vegetatl・n

1；海　　　　Meer

2：裸　 地Nackter　Sand

3：ハマグルマーコウボウムギ群集

　WedeBo－Caricetum　kobomugi
4：メヒシバ群落

　D恕’‘α♂fαα45εηげθη5－Gesellschaft

5：クロマツ有自林　P1／z～‘∫〃Lμノz∂（～ノg’みForst

6：チガヤ群落
　Z〃ψθノ伽（顕7z謝6αvaLた・8／z忽ガ・GeseUschaft

7：道　　　路Wege

8：住宅地Siedlungen
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Tab．36　砂丘地における緑化計画に適する植栽可能種一覧表
　　　の　コ
　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　d玉e　GrUnplanungen

auf　den　Kl廿sten，D鼓nen　玉n　der　Stadt難iratsuka

　　　砂　　丘　　前　　線
　　　　（砂の動きが多い）

　　　　Front　der　Danen

（Starke　Bewegung　des
　　　　　　　　　　　　　　　Sandes）

　　　　砂　　丘　　中　　額
（やや砂の動きが僚護．：：している所）

　　Mitt互ere　Teile　der　I）Unen

（Etwas　geringere　BeweguDg
　　　　　　　　　　　　　　des　Sandes）

砂丘後背地　　　（砂丘安定地）

　　Hintere一王）銭nen

（Stabilisierte　DUnen）

コウボウムギ　Cα花灘為。わ。η観9ガ コウボウシバ　Cα喫£ρ％〃認α ハマニンニク 即z郡∫〃’o噸

ミ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

ギョウギシバ　qyπ040ηぬご砂Zoηiハチジョウススキ
・チガヤz，脚伽ψ。4。’、α；　　M’、。。，・伽、。。纏。、。伽

i　　　va，．ゐ卿。・・i一マゴ・V・・，＿・，“、伽・・。

レ・マグ，レマw磁ゆ・励…　レイ．・ラR・・一国1儂

1，・マ。ルガオα小卿。　　iテリ，、ノイバラ　　　　’
i　　　　、。躍。，漁i　　R。、。癖。1、。，伽。。
レカモ．一シム、1＿。。，z　i。キグミEZ。，囎、＿“。う幽α

L　　蜘・磁・i
iマサキ肋・び〃μ・・忽・・航…

与べ・盈卿一π伽U
lマ・レ・・シ・リソ・・イ

i　　Rゆ1・ノ・♂ψ3・〃・め・zz・磁
i　　　　　　　　　　．　　　『
i　　　var・〃惚9’〃〃’．〃’‘z

iウバメガシ

　　　　　　　　Qμ8rα‘∫♪ゐμ4yπZ80～‘～8∫

；モ　ッ　コ　ク

i　T謝一～・、。〃’・…蜘・
i　　　　　．　『

iマルバグミ

1　EZ岬～’‘5”～α6’ψ～・♂♂α

iクロマツ君’鮒勧か1砂
iマテバシイ　ん∫απfαθ4配欝

レ・マ・サカキE鰐。，，。。19～，、磁
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Tab．37潜在自然植生マサキートベラ群集域植栽可能種一覧表

　　　Ubeτsichtstabelle　der　geeigneten　Arten魚r　GrUnplanungen　lm

Euonymo－Pitt◎sporetum　tobirae

灘灘中心と

iNat員rliche　Vegeta－

il器h・up・

ilmme「g「unen

iLaubho豆zarten

高　　木　　層

Baumschicht

ク　　ロ　　マ　　ツ

マテバ　シイ
ヤ　ブ　ツ　バ　キ

モ　チ　　ノ　キ

ャブニッケイ

P∫ノ～π3〃～～〃～ゐ。ノ召’～～

ル5αノz’αβ♂～〃∫

Cαη3｛～♂Z加ノ妙。η∫ごα

IJ8露ガノz囎ノη

C〃Zηα〃濫0〃多Z〃ノZブ姥ρ0／Z’α〃π

低　　木　　層

iStrauchschicht

…（公園低木・郷土の森・周辺並木等の主木の補助）

トベラ乃吻砂0アWμめ6ガ忽
マルバシャリンパイ　R1π4）1亙oZ曜）∫∫z‘〃め〃α，αvar．1雇（箸ノー〃ノ〃ノ～α

マ　　サ　　　キ

モ　　ッ　　コ　　ク

ウバメガシ
マ　 ノレ　ノミ　ク“　ミ

ハマヒサカキ
ネ　ズ　ミ　モチ

Ezωノそy〃π4∫ノ妙0／Z∫0配5

7セブノz∫蜘8〃磁gy〃zノ～‘〃z〃～．6’π

Q～昭ノτ～∬ノ》1～だらワu80’♂〔ノ∫

EZαβ㎎フzz・∫〃zα‘7’砂1～μα

Eτ〃＝yα6〃～α79∫〃α♂α

㍑gz‘伽ωり・ψ・・z∫α‘1π

草　　体　　暦
Krautschicht

　　　　　　　　　　　　　　　しツ　　ワ　　フ　　千

　　　　　　オニヤブソテツ

ぬ7：ル9々〃μブ妙。πぬ‘ノ〃

Cン1弓‘o〃z々〃〃ノ～zZoα’～〃μ

l　l低一惇嘘
齢∴
imit　h・upt・a・hli・h

ls・mme「g「廿nen

lLaubholza「ten

｝　．．…

i識
i

i㎝………………『

i草　本　廓，
｛．K∵墜㎞

ll逃
し、マ　ゴウ
D．．．．．．　　　＿＿．＿＿＿．ゴ＿ゴr＿ゴ．＿．．．．．．．．．．．．．．．．．．

i

ゐ∫9臨ノ・～‘〃み。曽αのb♂々〃ノ♂

Lfg～儒孟η．〃ル0ろ£～’5哲）Z∫～．’〃～．

E♂α雌9ノ～z‘∫ノ〃～’z雄7・π♂

EZα8α9ノ～’‘5　z〃ノ’ゐ8zzα忽

1～o∫α型1疏㍑πど～αノ～‘」

R・5αη認曜！・ノ㍑

v∫嬬ノ澱θ～御bZ∫α

ヒ　ゲ　ス　ゲCα耀若。α1襯d〃，望おvar．ノro〃‘’5’α

ス　　　　ス　　　　キ　　M宮ぶ。αノ～ψんz曇35∠アz6／z∫’5

ハチジョウススキ　み賓50αηぬ硲coノπあ1～3α舐5

チガヤ∫〃．4）印U’α｛汐Z’π47”∫Cαvar．た0βη∫9～～

ヤーマカモジグサ　　87uご瞬フ04～㍑〃z　5：yZηα‘’α〃π
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　が　　　ぱマ　ピな　いぎ　　　　　ゼ　　ど　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゾ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　げ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
ボソノノバ　　ズ　　なア　ハ　　　　　　　　　　　　　ぬ

型崩乳ぐ／　　・　　　　　　　　　＼「　　　　　　　　　　　　　　　∴翼触感
柔け　＼．㌧　。・．　　・　．　　　　　　　　．　“　・　・　こ㌃三門　窯
κ　　　韓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　v　　　　　　　　バ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　炉　　　　　　　　　　　　　が苧　“　　＼　　憲卿　　　ギ

㍉　　　　　へ　凶剛ん　　　　　4　　　　　　唐　　　　　　　　　　　　評　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　承　　微　　　　　・　・一　　　ず　　菖脚∵艀　静

い　ば　み　　ゾア　メ　　　レ　　へ　　　　　　や　　　　　　　　ニ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ　　　ば　みゆヘ　ペ　ヘ　ド　　げ　ぴ　　へ

鰯／㌧ぎ二＼‘　　　∴ゼ　　・　・　　．　　・　　　’　・。ジー客こ論影綜㌦へ∵、’

縛溜朗、▽／1☆デ・　　づ∵∴磁貿隆凱ぞ
　　Phot　56　砂地ではエノキ，マサキなどかき「られた木木植物の生育がみられるたけ

　　　　　　　てある。

　　　　　　　　　Auf　Sancl　Konnen　nur　elnlge　bestlmmte　Baume　wエeα々15

　　　　　　　～〃zθバハvarノαノ）o刀ノごα，君～でωりη〃～ハノ‘ψ‘）刀κ～バwachsen（Suka）

　4）　河辺や湿性地に対する提案

　阿辺における植栽には多くの閥題がある。堤防，河川敷など国の施策・県の施策とのかねあい

もあり必ずしも自由な言1画が許されない。ここては外国例や，兵庫県のしゅく川の例を示したい。

外国では石垣による堤防よりも自然堤防を利用した緑の粥て阿の流れをしぼっている。東トイツ

のイエナ（Jena）布では田園景観の中を緑の帯が曲りくねって貫いている。兵鷹県ては大きな河

川堤防上にサクラその他の桶栽を行ない河川敷に公園をつくっている。いずれも高木・低木の組

みあわせによる多層社会の形成に成功している。

　棚乍放棄水田などの湿iご｝地も同様に潜在自然難生の構成不季の桶栽により郷π1の森林復元が可能

である。ヤナギ類はさし木による活薦も容易で水辺の林縁群落などに広く用いられる。

　5）　公共施設に対する提案

　公共施設は比較的計画的に環境保全林形成が行なわれやすい。市役所などは他に比して，空闘

か比較的広いので，まず敷地周辺に境界環境保全林を形成する。また建物の周囲を緑の森ておお

うのが不可能な場合，その一角にピラミッド状の小規模な森を形成し，さらに周辺は霞由な造園

学的方法により緑地を形成する。学校の場合はコンクリートの石塀のかわりに緑の生垣をともな
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Tab．38平塚市における湿性地の緑化計画に適する植栽可能樹種～覧表

　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigneten　Arten　fUr　Gr菰nplanungen

　　Auf　den　feuchten　Rachen　der　Stadt　Hiratsuka

il詳細讐

　　　Schicht－＼＼

　　　クヌギーハソノキ群落

Qz躍κδ‘∫α6z‘鵡∫！〃～α・AZπκ∫ブ＠o／z∫ぐα

　　　　　　　　　　一（｝esellschaft

　ハ　ソ　ノ　キ　群　落

遼Z7zz‘5ノ砂。πκα一Gesellschaft

ハ　ン　ノ　キ　ノ1伽∬ブ妙。加島

カワヤナギ8αZ訪g躍g如ノ～α

高　　木　　隠
　　　　　　　　　ク　　　ヌ

　Baumschicht　　エ　ノ

　　　　　　　　　四三ノ

タチヤナギ5・臨…伽9撚i
・ゴ・ヤナギ5・砒…細論乞司

ギ　Qz｛erα‘sαα癖s∫∫ηじα

キα屠35∫ノ～8ノ～5～5vaL

　　　　　　ゴ妙。π加

血．逃型塑塑望＿．
一一＿．＿．．一一．＿＿＿＿＿＿i

イヌコリヤナギ

イ　ボタ　ノ　キ

＆どz1κガ麗691τ～

ゐ～9硲凝〃μ

　　　oゐ診～‘5ぴb伽ω～

キ　V伽‘rπZ‘〃多5∫凶oZ（茄

ミ　E8ωノ煮y〃耀5

　　　　　3～6ゐoZ‘1～α2～～，∫

ラ1ヒ05α〃～〃㍑ゲZO1τ1

ミ£”0ノリFノノ～～’∫ご諺Zζ～診～’∫

　　　　　var．ごψ’81噂”5

ギ　∬）8”薦1‘zθv〃α’‘’

ニ　シ　キ　ギ　盈’o～ζy〃耀∫α㍍顔∫

ヤブデマリ1布加η～μノπμ’‘α彦z‘ノπi

低　　木　　暦…マ

Strauchschicht
ユ

ノ　イ　バ

コ　　　　マ　　　こコ．

ウ　　　ツ

剛一一
P

ク　　サ

カ　サ

ノ　ウ

ヨ　　シ

．ス　　ゲ“

ル　　シ

習～αん～ズ15‘～ノブ〃～4f〃‘κ8α

Cαノ㍑4砂α～α’α

セ　　　　リ

ノカソゾゥ

ヨ

α〃ご～ノ～〃～召ブα”αノ～∫αz

翫〃～ωηα〃f5♂o〃8’∫研ゐα

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…『……一一．｝r㎜『…一1
草　木　層　　　　　Eψ伽伽　　　　　　シ卿照g・〃齢…〃〃・・…1鎧
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　α4θノ～061泌0プα
　　Krautschicht
　　　　　　　　　　サクラソウPノカ’～μZα∫f訪oZ4万

　　　　　　　　　　コ・ミギボウシH∂勲繭一照・9緬・、

　　　　　　　　　　ハンゲショウ　5ακ’WW∫‘協加θノ1∫お

った学校環境保全林の形成が望ましい。古都，鎌倉，京都では様々な庭園技術が発達しており，

生垣にカシ類などの高木から，ウバメガシ，サザンカまでの低木をくみあわせて，刈りこみによ

り高い生垣をつくっている（銀閣寺）。　またナリヒラダケやメダケのような細いタケ類（ネザサ

を含む）を編みこんでそのまま生長させているところもある。面積に応じて様々な方法を吟味し

てもっとも適した方法により環境保全林形成を行うことが期待される。

　学校，幼稚園，保育園などでは緑の創造により子供達に生物・生命やふるさとの霞然に対する

本物の生物教育，環境教育の一環とすることが好しい。

　6）新しい並木・公園・レクリエーション地域に対する提案

　従来の並木は単に樹木を並べて植栽することに意義があった。潜在自然植生にあった構成種の

並木は生活力も強く，慮然に適して異和感を感じさせない。最近さらに進歩させて，帯状に自然
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簿購

　騰

鯵懸

難

麹議

両議猶曳ぞ㍗『1遡

　　　　　　　　　　鰹繊　　　　　 籍蹴簿3懲懲鍔、
Phot．57　常緑広葉樹を使って成功した生壇の例。モチノキ，スダジイ，

　　　　　ヤフッバキ，ネズミモチを組みあわせ刈りこんである。
　　G・亡・・tw・ck・1℃Heck・v。・皿m・・g・・…L・ubh・i・a・£・n，　wle伽〃躍・9・。，

C・勲〃・ψ・’・・”ψ’・～・・’・v…’吻Z4〃，C・・〃〃…ノ・ψ・〃1・・1訪’9…”・・〃’1・ψ・・・…，

d・e・・…bglsch・・t・・gerecht・u・amm・・g・1・fl…tw・・d・n　slnd（T・u・hly・）

　　Phot。58学校なと公共施設は環境保全：林として形成の場の模範としてまず周辺部

　　　　　　　に積極的な境界環境保全林の形成か強くのぞまれる（四之宮）。
　Schulen　und　andere　Gemeln（le－Bauten　sollte　Vorb三1dcr　fur　Umwel鮎dユuしzwalder　entwlckelten

hler　Ist　es　erwunscht　1n　lhrel　Umgebung　Grenz－Umwel士おchutzwalder　zu　schaffen（Shmom1ya）
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　　　　　　　　　　　　　　　Tab．39　マント群落に適する植栽可能種一覧表

　　　　　　　　　　　り　　　　　　　　　　　　　Ubersichtstabelle　der　geeigaete職Arten　f廿r　die　Mantel－Gesellschaften

　　　　　　　　wie　Hecken　und　Waldrander　iH　der　Stadt　Hiratsuka

低木　　Str琶ucher

薄　　　　葉　　　　樹
Sommergn載ne　Baume

常　　　　緑　　　　樹
　　Immergr菰ne　B銭ume

ウ　　ツ　　ギ

マルノミウツギ

コゴメウツギ
イ　ボタ　ノ　キ

オオバイボタ

ノ　イ　バ　ラ

テリハノイバラ

ク　　サ　　ギ

ヤ　マ　グ　ワ

ムラサキシキブ

…　ガ

　　コ“

　　ネ

　　ヤ

　　コ

マ

γ

ム

マ

ク

ズ

ズ

ノ

ブ

サ

イロハモミ

ヤマコウバシ
ア　キ　グ　　ミ

ツ　ッ　ジ　類

ウグイスカグラ

ミ

イ

キ

キ

ギ

ジ

ツクバネウツギ（アベリア）

伽診加・…磁1）　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
エ）臨加3‘α伽1）　　　　［
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…
ε吻ん研απ伽舵ガ5α1）　　｝

五㎏…一・伽醐ガ・朔）　i

卿・伽…・脚・〃・　1

袋1灘瓢）、）　1
α磁・伽蹄勧・・一・・2）1

・伽・伽伽・3）　　i

離痛論灘）、，l
E・一脈ノ卿加2）　　1
孟z傭・ノ漁繍・）　　｝

肋吻妙・蜘1）　　i
伽ブ妙・・繭）　　i
’Aoo7『ραZη雄診～‘η乃4）　　　　　　　i

膿灘繍。、），）i
Rん。4。4、蜘。sp．、）　　｛

ゐ。。伽g，。吻。、va。幽切i

　　　　　　　　掘卿蜘敏1）1

ネズ　ミ　モチ

マ　　　サ　　　キ

ト　　　ベ　　　ラ

マ　ル　ノミ　グ　ミ

ウ　パ　メ　ガシ

ハマヒサカキ
モ　チ　　ノ　キ

マルバシャリソバイ

チ　　ャ　ノ　キ

サ　ザ　ン　カ

ヤブツバキ
ク　　チ　　ナ　　シ

ヒ　イ　ラ　ギ

ヤブニッケイ
サ　ソ　ゴ　ジ　講

イ　　ヌ　ツ　ゲ

モウソウチク

マ

メ

ダ

タ“

ケ

ケ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜i

塊’・・孟・’・・吻妙・πガ…唄）　i

Eπoノ四脚∫ブ砂。π∫α払∫2）

伽‘卿・プκημ・ゐ加1）

EZα8α9刀z4322～αc7ψ姻zzα1）

Q～卿でz‘∫ρ1L∫伽u60ピ48∫　　…

伽ン＿噸勲　　　｛
刀面，、・昭。u　　　　i

　　　R乃妙1Lf・Zψ5　z‘〃翻Zα忽

　　　　　　　var．カz囎フ加〃～α！）i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ

TILθα∫細z∫凪1　　　　i
伽幽・一…’・・）　l
c・〃・〃白妙…ガ・凋）　　i

G。，伽∫り磁。。燃f．　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I
　　　　　　　　　　91η・吻7・・唄）l

o、“、。，漁、厩・吻1、顕、　i

α一・・伽・・り・ψ…fα・・　i

γ伽1・〃～〃πατeαゐ，，ゐ∫　　　　｝

ルー・・…）　　｛
卸り〃03嬬乃δ，∫1z8∫87層・《y6Zαvar．　i

　　　　　　　　　　　　　　妙…・・i

R励。、‘。。1姻、伽あ、、。廊　［

ゑ，w、4ゴ励。、伽，、ガ　　i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿＿＿．i

高木（並木など）Baume（far　Allee　u・a・）
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林の模型をと考えるようになってきた。山口県宇部市では種の選定は別にして地表を緑でおおう

計画がたてられている。中央に高木を両側や問に亜高木，根本に低木を密植し，必要に応じて刈

りこんで植えつけ，高木は伸長にまかされている。植栽法についての成功例である。

　並木の種類の組み合わせば高木に常緑，低木に花期の美しい落葉樹を，あるいは高木に落葉樹

を使った場合は亜高木・低木に常葉広葉樹を用いた組合せなど場所に臨じて植栽法が考えられる。

　公園やレクリエーション地域では従来のシバ草地だけではなくススキ草原，二次林などの組み

合わせにより磁然のふれあいを多くすることが望ましい。

唐κ鉾、

藤翼
縣顯轟轟勲無

難難鹸

灘蕪

購

　湊

腰凝

Phot．59　校庭内に作られた学校園。背景に郷土の森による生垣が望まれる。

　　SchuレGarteH　in　einer　Schu1－Anlage．　Als　Hintergrund　ist　die　Anlage　eines

standort§ge漁βen　heckenartigen　WaldgUrtels　erwunscht（Shinomiya）．
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Fig．！9並木植栽法　その1。　高木亜高木と低下の組み合わせによるピラミッド

　　　　　の飛び石下ぞく。

　　　　Allee＿Pflanzweise！．　Durch　Kombination　hochwachsender　Baumarten　mlt

　　Strauchern　werden　pyramidenartige　Alleen　gebildet．

Fig．20並木埴栽法　その2。　低木を連続させ車道へのとび出しを防ぐ。横断場

　　　　　所は広い空間をつくる（市役所前の例）。

　　　Allee－Pflanzweise　2．　M1t　niedrigen　Baumen　strelfenformig　Pflanzen，　Auf　der

　王（reuzung　llegt　der　gut　s玉chtbare　Platz（Beispiel　vor　dem　Rathaus）．
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落

　　　　　　　　　　Z　　　r　　　　で　　　〆・r　イ

　　　　　直然探勝地　　　　　　　　　　レクリエーション広場　　　　　白鍵保護地域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（∴次林・植林）　　　　　　　　（ススキ草原・シバ草原〉　　　（半自然林・自然林）

起rholungsaraele　　　　　　　　　　　　　　　麓rfischungs－u・S沿ie1P董platz　　　　Raturschutz－Geb量et

（S。k。。dar－Wa1δe・u．　F。・st・・）　　（M，i、c。nth。、　slne。、i，　　　（N・t廿・ll・h一・．H・ib・・t閨閥

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　疑．Zoys｛a　laponica－Wiesen＞　　　liche　Walder＞

　　　　　　　Fig．21新しい自然公園，レクリエーション地域

Schematische　Darstellung　der　VegetatiQns－Struktur　des　neuem　Naturpark；

£rholu道gsgebiet　（Vorschlage）・

・乙二磁ピ弦飽外

鍵

　　瀬聯
．・ ﾖ1敷纏瞬ン協難灘

?猟ぐ

撫

雛

　　　　　　　Ph・t・60落葉かきにより裸地化した神社境内。

　　　Durch　das　Fegen　der　abgefallenen　Blatter　w量rd　der　Boden　um　eine

Tempelanlage　entd16Bt（Honshuku）・
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お　わ　り　に

　湘南の西に位置する平塚市は市議の生活活動の場である市街地を中心に，周辺に半自然の田園

景観を保ち，さらに新しい発展の潜在エネルギーの蓄積の場としての多様な機能も果している。

西部丘：陵，台地には一歩踏みこむと深山とさえ思えるような二次林，植林を中心とした半自然が

残され，北部には相模川，渋田川，鈴川，金目川による沖積低地がはるかに広がっている。した

がって，市域内を新幹線や東名高速道路が走りながら市街地周囲に広がる半自然景観はほとんど

乱されていない。

　平塚市における自然をより理解し，現在残されている自然をいかに録護し，市民の生活環境保

全にいかに利用するか，また失われたところでは，緑豊かな郷土の自然，市民の生存環境を積極

的に創造するための科学的基礎として，平塚市の植生調査及び現存植生図と潜在自然植生図の作

製が行なわれた。

　現在発展途上にある平塚市がさらに市民のふるさとでもある平塚市の自然を理解し，自然と共

存して間違いのない新しい都市計画を進めてゆくために今回の植生調査成果が十分に活嗣される

ことを期待したいQ

灘灘

Phot．61平塚市中央に半自然あるいは植林の形で緑が残されている。

　1旦der　M量tte　der　Stadt　Hiエatsuka　ist　eine　naturnahe　GrUn－Flache　um　den

Shinto・Tempel　Rachiman一∫面a，
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Phot。62平塚市の自然環境エクスケーション中の平塚市当局者，市会議員，市民代表者達。

　　　　Exkursi鋤von　B哉rger－Vertretern　der　Stadt　Hiratuka　um　die　Vegetation　und　die

　　natOrliChe　U斑welt　zu　StUdieren．

　摘　　　　　要

　相模湾に面し，神奈川県のほぼ中央に位置する平塚市は，地形的にもその大部分が，平坦で総

面積67．88km2，人口196，500人（昭和5！年1月1日現在）の理想的な首都圏内の衛星都市である。

神奈川県下でも，今日数少ない黒字都市であり，また面積の上では県内で4番にあたる平塚市は

経済・産業の上でもさらに発展が期待されている。反面，霞然環境の保全，積極的な緑の環境創

造も新しい都市づくりの重要な柱となってきている。

　平塚市の経済，葡政の中心地は古い砂丘地帯の造成地上に広がり，さらに北部の，相模川や花

水川のかつてのはん濫原でもあった沖積低地を埋めたて造成し四方に商業・工場・住宅地を広げ

ている。

　山が少なく，海岸線ぞいの砂丘地帯と西部の高麗山，鷹取山に北接している丘陵，山麓部を除

いて平塚市の大部分は沖積地で，いわゆる殼倉地域が広大な面積を占めているために早くから水

田地帯を中心に農耕地が発達してきた。したがって自然環境保全の中核をなし，平塚三民の郷土

の森ともいうべき自然林や自然憶生は様々な人為的影響により，各種の代償植生におきかえられ

て面積的にもせまく限られている。

　1973年より1974年にかけて，2年間にわたり平塚市域の植物社会学的な現地踏査による植生調

査と植生図の研究・作製が行なおれた。これらの樵生学的な資料を基礎に生態学的，植物社会的
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な立場から市域全体の自然環境の診断，積極的な線豊かな環境鋼造への提案が行なわれた。

　現地踏査による植生調査資料をもとに，神奈川県内はもとより同区域や対応群落と比較しなが

ら室内で組成表組み変え作業をくり返し行ない植生単位が決定された。その結果以下の自然植生

12群集，8群落，代績植生4群集，14群落がみとめられた。

1　ヤブツバキクラス

　Aヤブツバキオーダー

　　a　ヤブコウジースダジイ群団

　　　L　ヤブコウジースダジイ群集

　　　2．　イノデータブ群集

　　　3．　イロハモミジーケヤキ群集

　　　4．　シラカシ群集

H　未決定クラス

　A　コナラーミズナラオーダー

　　a　イヌシデーコナラ群団

　　　1．　オニシバリーコナラ群集

　　　2．　イヌシデーコナラ群落

　　　3。　クヌギーコナラ群集

皿　ススキクラス

　Aススキオーダー

　　a　ススキ群団

　　　1．　アズマネザサーススキ群集

　　　2．　チガヤ群落

　　b　シバ群団

　　　1．　シバ群落

　　　2．　ハリシバ群i嬉

W　ハマゴウクラス

　Aハマゴウオーダー

　　a　ケカモノハシーハマゴウ群団

　　　1．　チガヤーハマゴウ群集

Vハマボウフウクラス

　Aハマボウフウオーダー

　　　a　コウボウムギ群団

　　　1．　ハマグルマーコウボウムギ群集

　　　2．　ギヨウギシバ群落



VI　ヨシクラス

　Aヨシオーダー

　　a　ヨシ群団

　　　1、　シオクグ群集

　　　2．ヨシ群落

　　　3．コガマ群落

　　　4．　コブナグサーヨシ群落

　　b　セリークサヨシ群覇

　　　L　セリークサヨシ群集

　　c　オギーヨシ群団

　　　1．オギ群集

　　　2、　ウキヤガラーマコモ群集

V旺　タウコギクラス

　A　タウコギオーダー

　　a　スズメノテッポウ群団

　　　1．　ノミノフスマーケキツネノボタン群集

　　b　オオクサキビーアメリカセンダングサ群団

　　　1．オオクサキビーオオイヌタデ群落

　　　2．　ミゾソバ群集

　　　3．　ミズガヤツリーサンカクイ群落

鴨　シロザクラス

　Aツユクサオーダー

　　a　カヤッリグサーザクロソウ群団

　　　1．　カラスビシャクーニシキソウ群集

　　　2．　イヌビューケアリタソウ群落

IX　ヨモギクラス

　Aヨモギオーダー

　　a　カワラバハコーヨモギ群醐

　　　1．　マルバヤハズソウーカワラケツメイ群落

X　緩生イグサクラス

　　a　アゼナ群団

　　　1．　カワラスガナ群落

X工未決定クラス

　Aオオバコナーダー

149
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　　　1．　オオバコ群落

湿　未決定上級単位

！．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8。

9．

10．

オノエヤナギ群落

ウシハコベーアオカモジグサ群落

ミズガヤッリーサンカクイ群落

メダケ群落

モミジイチゴ群落

クコーノイバラ群落

クズ群落

チチコグサーオオイヌタデ群落

ホソムギーアカッメクサ群落

コブナグサー器官群落

植林および植栽された植分については群落体系化されていない。

　今囲の植生調査資料では新群集名は与えられなかった。

　さらに植生単位を基礎として相観を加味した現存植生鴎が縮尺1：10000の地形図に描かれ

た。暗然植生，代償植生，その他の凡例で描かれている。現存植生および残存木，植栽種がプロ

ットされ，地形・土壌・地質・水分条件，土地利用形態なども比較し，それぞれの立地の潜在自

然植生が考察決定された。其体的に縮尺1：10000の地形図に図化され，現存植生図作製の場合

と同様に現地踏査を中心に潜在自然植生図が作製された。現存植生図および潜在自然植生図は印

刷の関係で縮尺1：！5000に縮められている（植生図参照）。

　平塚市は東は相模川で茅ケ崎市に接し，酉は花水川を境界とし大磯丘陵，金目台地がせまり中

郡大磯町に接している。北は岡崎に相模原台地がのびてきて伊勢原市に接している。自然植生は

相模川，花水川やその支流などの水ぎわの河辺植生や，樹莫湾沿岸の砂浜の植生など冠水や乾燥

などのきびしい立地条件下に残されている。また平塚市の中心部に位麗する八幡神社や，大磯丘

陵および北金園台地斜面に屋敷林の形で残されているシイ林（ヤブコウジースダジイ群集）やタ

ブ林（イノデータブ群集），シラカシーケヤキ林（シラカシ群集ケヤキ亜群集）が霞然植生の断

片を示している。一般に神社や寺院の社寺林には多くの自然林が残されている。平塚市では152

の神社や寺院が点在する。しかし，かって緑豊かな郷土の森に囲まれていたはずの社寺林の多く

は最近100年間に，消減・変形させられ，現在では自然に近い社叢林をもつものはきわめて少な

くなっている。

　平塚市はその面積の約30％の198．729ha（昭和50年2月1目）が現在耕作地として利用されて

いる。西部の大磯丘陵や北金臼台地には比較的まとまった面積で薪炭林として利用されてきたコ

ナラ林（クヌギーコナラ群集）や，家敷周囲に竹林が散在している。
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　潜在自然植生図は12の凡例で示されている。平塚市南部は旧砂丘地帯で，現在は造成されてそ

のあともないが砂質土壌が海岸よりつづき，市街地の大半が比較的排水のよい乾燥しやすい立地

となっている。海岸から砂丘植生（ハマグルマーコウボウムギ群集，チガヤーハマゴウ群集），

高木層にクロマツを伴ったマサキートベラ群集，次いで古砂丘ではやブコウジースダジイ群集が

潜在自然植生と考えられる。相模川，花水川流域は特異な河辺植生が現存植生に一致して考えら

れるがその沖積地はイノデータブ群集，低地はハンノキ群落，やや乾燥する立地ではクヌギーハ

ンノキ群落が考えられる。西部の大磯丘陵及び北金目台地は関東ロームの影響をうけ，シラカシ

群集の生育が考えられる。

　現存植生図から平塚市における緑の自然環境が診断され，とくに市街地化による失なわれた緑

と，河辺，浜辺の自然植生と西部の自然植生を含めた半自然生の森林が広がる一帯の保全が指摘

．された。さらに潜在自然植生図を基礎に失なわれた緑を平塚市民の環境保全林，保全緑地として

いかに復元させるかが植生学を基礎として提言された。

　平塚市はさらに豊かに市民生活を築き安定した田園都市としての発展途上にある。昔からの臼

本人の多方面への発展の潜在エネルギーを蓄えている田園景観を背後に保ち，水と緑に畷まれた

理想的な都市として発展してゆくために，この報告書があらゆる都市計画・自然環境保全・創造

計画に積極的に利用されることが期待される。
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Zusammenfassung

Vegetat圭。烈der　Stadt：Hiratsuka

von

Akira　MIYAwAKI，　Kazue　FUJIwARA，　Yuklo　NAKAMURA

　　　　　　　　　　　　　　　　　und　Hiroko　OΣ｛YAMA

（Department　of　Vegetation　Science，　Institute　of　Env圭rommenもal　Sc玉ence

　　　　　　　　and　Technology，　Yokohama　National　University）

　　Die　Staδ£Hlratsuka　liegt　ln　der　Mitte　der　Prafektur　Kanagawa．　Ihr　SUdtei16ffneもsich

gegen　die　Bucht　Sagaml、　des　Pazif圭scher｝03eans．　D呈e　Stadt　bedecklt　eine　Flache　von　67．88

k皿2．Sie　lieg£zum　groBten　TeiBm　F主achland　zwischen　de獄Fl廿ssen　Sagami　und　Hanam圭zu．

D至egesamte　E：inwohnerzahl　erre玉cht　jetzt　196，590（Ja捻．1．1976）．

　　Im　Bαeich　des　Hauptstadt・Kreises　von　Japan　ist　die　Stadt　Hiratsu1くa　eine　der　idealen

Sa亡elliten－Stadte．　In　der　Prafektur　Kanagawa　nim雌Hiratsuka　Ilach　Area1－Gr6Be　die　vier£e

und無ach　Einwohnerzahl　d圭e　sechste　Stelle　ein．　Heute　ist　die　Hira£suka　eine　der　wenige難

Gewin簸br玉ngende糞Stad乞e　dey　P織fektur　Ka轟agawa．　In　der　6ko狙omischen　Politik　erwarte亀

die　Stadt　ei無e　weiteτe　gUnstige　Entwicklung　in　der　Zukunft，　Andererseits　ist　es　dringend

notwe捻dlg　geworden，　die　nat蓑rliche　Umwelt　zu　sch昼tzen　und　dort蕪eu　zu　schaffen，　wo　die

Vegetation　und　圭hre　Standorte　durch　die　Sξad之e藍twickl襯g，　die　lndustriaiisieung，　neue

Verkehrsanlagen　und　andere　menschliche　Einwirku琵gen　zerst6rt　worden　sind。

　　Die　Haupt－Stadtte圭1e　entwicke玉亀en　sich　auf　den　alten　D慧nen．　D三e　Nordteil　der　Stadt　ha亀

sich　nach　der　AufschUttung　der　nat且rliche箪Alluvia1－F1註chen，　die　fr銭her　von　dea　FIUssen

Saga狙i　und　H：anamizu　regelmaBig　Uberflutet　w登rden，　als　Handels一，　Fabrik－und　Wohnviertel

nach　allen　Se圭ten　ausgedehnt．

　　AuBer　klelnen　H廿geln疑nd　nledrige熱Bergen（hδchste£rhebung　bis　181　m　U．　M。）im

Westen　und　an　der　DUnen－KUste　in　S負den　geh6ren　die　meisten　Fl芸chen　der　Stadt　Hira－

tsuka　z疑m　alluv圭alen　Flachland，　das　frUher　eine　sogenannte‘Komkammer’war．　Dort　sind

ka慧m　noch　natUrliche　Walder　vorhanden．　Unter　den　langlahrigen阻enschlichen　Wirkungen

haben　sich　verschiedene　Ersatzgesellschaften　ehlgestellt．

　　Vom　Fr廿hli益g　1973　bis　zum　Herl）st　1974　wurde　im　Auftrag　der　Stadt　Hiratsuka　eine

vegetationskundliche　Diagnose　der登atUrhchen　Umwelt　nach　der　Vegetation　erarbei乞et，　und

eine　pfla纂zensoziologische　Untersuchung　der　gesamten　Stadtflache　durchgef曲rt　um　auf

dieser　GruRdlage　ta毛kraftig　die　standortsgemaβe　gr廿n－reiche　Umwelt　neu　schaffen　zu

kδ難nen．

　　Wahrend　der　Gel註ndearbeit　in　der　S之adt　Hiratsuka　und　iロihren　Nachbargebieten　wurden

vo難den　Resten難atUr1宝cher　oder　naturahnllcher　immergrUner　Laubwalder，　Forsten，　sekun一
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　のd琶ren　sommergr蓑nen　Waldern，　Frisch－u慕d　Feucht－Wiesen，　Ackern，　Reisfeldem，　Brach註ckern．，

Brach－Reisfeユdern　und　Wegrandern　pflaazensologische　Vegeta£lons・Aufnahmen　gemacht．

　　Alle　diese　im　Gelande　gesammelten　Vegetationsaufnahmen　wurden　zu　Tabellen　den　elか

zelnen　Vegetations－Einheiten　und　diese　zu　einer銭bersichts毛abelle　zusammenges£ellt．　Aus

dieser廿bersichtstabelle，　die　wir　mit　denen　aus　benachbarten　Gebieten　und　den　bis　jeξz之

pub1圭zierten　entsprechenden　vereinigt　haben，　ergal）en　sich　ftir　das　Stadtgebiet　von　Hiratsuka

folgende　16　Assoziatio琵en　und　22　ihnen　entsprechende（ra塗glose）Gesellschaften：

1　　　　　　　　　　’　　　”　　　Camemetea　japonlcae　MiyawakletOhba1963

A．Camellie£alia　japon玉cae　OdaetSumata1966
　　　a．Ardisio－Castanopslon　Miyawakie£al，1971

　　　　　1．Ardisio－Casta黛opsietum　sieboldii　Suz．一Tok．1952

　　　　　2．Polysdcho－Machiletum£hunbergii　Suz．一Tok．1952

　　　　　3．Quercetum　myrsinaefoliae　Miyawakie£Ohba1965

　　　　　4．Acero－Zelkovetum　MiyawakietKaz疑eFuliwara1970

套　Noch　nicht　bes之immt　Klasse

A．Quercetalia　serrato－mongohcae　Miyawakie毛a1．1971
　　　a．Carpinio－Quercion　serra£ae　Miyawakie£a1．1971

　　　　　1．Daphno　pseudo－mezere“m－Quercetu．m　serratae
　　　　　a1．1971

　　　　　2．Cαψfπzz5’勲・ノ～・斑ガーQz’8ノ・α‘5∫6η膨α一Gesellschaft

　　　　　3．Quercetum　acutissimレserratae　Miyawaki1967

皿　M三scanthetea　sinensis　MiyawakietOhba1970

A．Miscanthetalia　si難ensis　MiyawakietOhba1970
　　　a．M玉scanthetion　sinensisSuz．一Tok．etAbe1959

Miyawaki　et

　　　　　！．Arundinario　chino－Miscanthe£um　si箆sisMlyawakietItow1971
　　　　　2．　／2卯）θπz’α（こyZカz4アー∫6αvar．た。θπ∫gゼ∫一一Gesellschaft

　　　b．　Zoysion　japonicae　Suz，一Tok．etAbeex．Suganuma1970
　　　　　1。　Zのノ5ガαブ｛4）oノεf‘α一Gesellschaft

　　　　　2．Z（卵ご剛．αか一向α一Gesdischa｛t

jV　Vitecetea　rot疑ndifohae　Ohba，MiyawakietR．Tx。1973

　A．Vitecetalia　rotu爲difoliae　Ohba，MiyawakietR．Tx．1973

　　　a．Ischaemo－Vitecion　rotundifoiiae　Ohba，MiyawakietR．Txほ973

　　　　　1．1揖perato　cylindricae－Vitecetum　rotundlfoliae　Ohba　Miya－
　　　　　　　　　waki　et　R．　Tx．1973

V　Glehnieter　littoralis　Ohba，MiyawakietR．Tx．1973

　　A．Glehnietalia　iittora1玉s　Ohba，MiyawakietR．Tx．1973

　　　a．Caricicion　kobomugi　Ohba，MiyawakietR．Tx．1973

　　　　　1，WedeliいCaricetum　kobomugi　Ohba，　MlyawakietR．Tx．！973
　　　　　2．　qy刀040η4αごらノZαz－Gesellschaft

＼q　Phragmitetea　R．Tx．etPrs91942
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　A．Phragmiteta玉ia　R．Tx．　etPrsg．1942

　　　a．　Phragmition］Koch1926

　　　　1，Caricetum　scabrlfoliae　MiyawakietOhba1969
　　　　2．搬㍑9卿オ8∫ω規”zz〃zゴ∫一Gesellschaft

　　　　3．　7挽ρんαor諭z診認f5－Gesellschaf£

　　　　4，　A2漁π鷹。π1乞碑）㎡z65－Pんπ己g7加彦β5ω”τ刀zz‘フzガ3－Gesellschaft

　　　b．Oe葺antho－Phalaridie宅un　arundinaceae　MiyawakiαOkuda1972

　　　　　1．Oenantho－Phalarieおum　arundinaceae　MiyawakietOkuda1972

　　　c．Mi．scantho　sacchariflori－Phragmition　Miyawak玉etOkuda1970

　　　　　1，Miscanthetum　sacchariflori　Miyawaki　etOk“da！970

　　　　　2．Scirpo　fluviatilis－Zizanie£um　latifoliae　MiyawaldetO1くuda1972

VH　Bidentetea　tripartiti　Tx．Lohm．etPτsg．1950

　A．Bidentetalia　tripartiti　Br．一Bl．etR．Tx．1943

　　　a．Alopecurion　amureRsis　MiyawakietOkuda1972
　　　　　1．SteUario－Ra担unc娘le£um　cantoniensis　MiyawakietOlくuda1972

　　　b．Panico－Bide凱ion　frondosae　MiyawakietOkudal．972
　　　　　1，　ん7～ゴα．‘η34∫6加オ。η3〃Zo7－z〃ηぜ）oliygoノ～z〃πノ～o♂03z‘η3－Gesellschaft

　　　　　2．Polygonetum　thunbergii　Lohm．etMiyawa1くi1962
　　　　　3．　qソ2り8η∬587・oがπ～払翫んノzガα〃7z．ゐゴ5μZ6α孟z‘クノトGesellschaft

V皿　Chenopodietea　Br．一B／．1951

　A．Commelinetalia　communis　Miyawaki1969
　　　a．Cyper併Mollugion　stric乞歌eMiyawak11969

　　　　　1．Pinellia　temata－EuphQrbia　pseudochaエnaecyce－Ass．　Miya－
　　　　　　　　waki　1969

　　　　　2．　Aヂ23α2・απ疏2‘5、Z加匠4z‘∫一C加ノ．z砂。漉z〃παノァめro5ゴ。ゴ485－Gese！lschaft

　　　　　　　　　　　　　　　princeps　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ia　princeps　MiyawakietOkuda1972

　　　　　　　Anaphalio－Artemisio捻pri無ceps　Miya照k玉etOkuda！972
　　　　　　　　K闘ηz”z6プ。窃α5吻z‘Zα68α一Cα∬∫απoノηα7238－Gesellschaft

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Br．一Bl．　et　R．　Tx．1943

　　　　　　　Lindernion　procumben£ls　MiyauakletOkuda1972
　　　　　　　　qyφθノ・π53απgz‘初oZβ2～’z‘∫一Gesellschaft

IX　Artemlsletea
　A．Artemis玉e£al

　　　a．

　　　　　1．

Xlsoeto－Nanojuncetea
　　　a．

　　　　　！．

XI　Noch　nicht　bestimmte　Klasse

　　A．Plantag玉ne£aha　asiatlc段e　Miyawaki1964

　　　a．Polygo掘。葺avic登1aris　Miyawaki董．964
　　　　　1．　P如παgoα∫忽孟ゴ。α一Gese11schaft

XH　Noch　nicht　bestimmte　hδhere　Einheiten

　　1．　5αZな5αo肱Zカ2επ5∫∫一Gescllschaft

　　2．　3診8μα万ααg槻擁6ρ覧Agプρゑッrαz‘漉αプ8－Gesellschaft

　　3．　qyノ》ε耀53θプ。’勿㍑5一＆勿う2‘5渉プ勾z‘8’6プーGesellschaf£



155

4．

5．

6．

7。

8．

9．

10．

五2一槻4伽α1・ガα5カπoπ露一Gesellschaft

Rzめ鰯メ）α〃πα孟z‘5　var．6（～拶（ψ互y〃㍑翫Gesellschaft

ムyoゴz‘η26ん痂8π38－Ro∫α初∫6んz〃マ盆απα一Gesellschaft

Pz昭解プぽαZoゐα診¢Gesellschaf重

Gπζψんαノ伽ノzブ・ψ・72∫α〃π一P・ら・80脚73Z・7．zg∫5伽刀卜Gesellschaft

LoZ旗”zρ67・θη7z8－T2一〃b♂伽”zメη一α診θ72∫θ一Gesellschaft

A痒ん2η躍。πん∫彫）ゴ4z65一λ4f5αη1漉z‘35‘τc6んα2一壇。π6翫Gesellschaft

　　Diese　Vegetationsei且heiten　sind　1n　ihrer　Lage　und　Verbreitung　in　der　Karte　der　realen

Vegetat玉on　auf　der　topographischen　Gmndlage　1m　MaBstab！：10000　dargestellt．　In　der

Legende　dieser　Karte　sind　den　einzelnen　Assoziationen　u鍛d　Gesellschaftea　einige　physio－

gnomische　Er1銭u£erunge臓beigef蔵gt　worden．　Die　Karte　der　potentiell　natUrliche且Vegetation

ist　nach　den　Restea　der　natUrlichen　oder　naturnahen．　Vegetation　sowie　nach　einzelnen

Baumen　und　gepflanzten　Baumea，　nach　den　Ersatzgesellschaften，　der　Topographle，　den

B6den　u難d　der　Geologischell　Geschichte　des　Gebietes，　dem　Wasser－Haushalt，　den　BodeR－

Nutzungs・und　Wir£schafts－Formen　im　Ge1翻e　abgeleitet　und　kartiert　worden。　FUr　den

Druck　wurden　beide　K：ar£en　auf　den　MaBstab　l：15000　verkleinert　umgeze乱chnet（Karten

Abhang）。

　　Als　nat養rliche　Vegetation　stehen　die　FluBauen－Vegetatio無　entlang　der　Fl蓑sse　Sagami，

Hanamizu　und　ihre　Neblnf1蔵sse　und　die　K蟄sten－D廿nen・Vegetation　an　der　Sagami－Bucht

und　an　anderern　Stelle　u漁ter　strengen　Standortsbedingungen　wie　Wechsel　vonむbersch－

wemmu簸gen　und　Austrockung，　Flugsand，　Salz－Wlnd　und　anderen　nat慧rlichen　EinflusseR．

　　NatUrhche　oder　n．atur盃ahe　W漬lder　sind　als　Tempelw組der（Shinto－Tempel　Hachiman－jinja

in　der　Stadtm玉£te），　auf　den　Oiso－Pla毛eau　und　a皿Fu13e　der　H：琶nge　der　Hochebene　Kitaka－

name　als　Hangschutz－u鷺d　Hofw琶1der　alter　Siedlungen　erhalten　geblieben．．　Diese　fragmen－

tarischen．　Waldbestande　geh6ren．　zum　Ardisio－Cas£anopsietum　sieboldii，

polysticho－Machiletum　thunbergii，　Quercetum　myrsinaefohae
und　deren　Subassoziationen，

　　王nder　Stadt　Hiratsuka　gibt　es　l52　Shinto－und　Buddistische　Tempel，　die廿ber　das　ganze

Stadtareal　verstreut　liegen，　und　fr曲er　alle　von　Heimatwaldem　umgeben　waren．　Aber　seit

！00Jahren　wurden．　viele　dieser　standortsgema8en　Tempelw琶lder　durch　die　moderne

Technik遺nd　die　sogenan凱e　Zivilization　stark：verandert　oder　gar　ganz　vemichtet．　Die

meisten　Tempel　sind　heute　nur　noch　Ruinen．　oder　skelettartige　modeme　Gebaude，　Tori

（Shinto－Tempe1）oder　Autopaτkp1琶tze，　Kinderg装rten　und　andere　Anlage捻sind　an　ihrer

Stelle　erreicht　worden。

　　Etwa　40％der　gesamten　Stadtf1まche　von　Hira£suka，　die　auBerhalb　der　dicht　besiedelte無

Stadtbezirke廿ber　fast　das　ganze　Areal　verteilt　sind，　werden　immer　noch　landwirtscha｛tlich

genutzt．　Auf　dem　Oiso－Plateau　uad　der　Kitakaname・Hochebe且e，　welche　dle　Westteile　der

Stadt　e1nnehmen，　waschsen　verstreute　einzelne　sommergr廿ne　Seku漁d琶r－W溢1der　des　Q　u　e　r－

cetum　a　c　u　tiss三mo－serratae，　die　fr蔭her　zur　Brennstoff－Gewinnung　genutzt　wurden，

md　BambusBest装nde　mi宅PんメZo3’α改y3　hθ’87－o¢yo♂αvar。．卿∂θ∫66／z5，　PんメZo5冶αoゐッ∫ろαノ7zゐz‘50一
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㎡θ5in　der　UrngebUng（1er　H盗USer．

　　Die　Karte　der　potentiell　nat廿rliche織　Vege£atio慧　enthalt　12　Einheiten．　III　S琶dteil　der

Stad田ira£suka　llegt　die　Zone　der　alten　K鼓sten－D廿nen，　die　heute　mit　Wohnh盗usern　bedeckt

slnd．　Auchδie　meisten廿brigen　Flachen　des　S亡adtbezirks　bes亡ehen　aus　Wasser・durch1論gen

sa雛（iigen　B6den．

　　Vom　Strand　gegen　das　In登ere　des　Landes　folgt　als　pote鶏tiell　na重Urliche　Vegetation　der

D掘en　auf　das　Wedello－Caricetum　kobom登gi，　das　Imperato　cyhn・

dr玉cae－Vitecetum　rotund三foliae，　das　Euonymo－Pi悦osporetum
tobilae　mlt　P勿π∫漉雌∂8㎎ゼゴin　der　h6heren　Baumschicht　und　schiieBlich　auf　den

alteste難D廿nendas　Ardisio－Castanopsietu皿s圭eboidii，1無δe難FluBgebiete盤

des　Sagami－gawa　und　Hanamizu－gawa　haben　s圭ch　versch玉edene　Auen－Gesenschaften　w三e

das　Phragmitetum　japo難icae，　das　Miscanthetum　sacchariflori　und
anδere　Geselischafte益e登tw玉ckelt，　die　im　wesentliche登m玉宅der　po£endelhatUrliche捻Vegeξa－

tion　tibereinstim鵬e難．　Die　alluvi＆11en　Fiachen　geh6re獄in　den　Bereicher　des　P　o　l　i　s　t　i　c　h　o－

M段chiletum£h騰bergii．　Die塾iedrigen，　feuchtere益Fl註chen　nimmt　die配鰍5
ブ砂。短6α一Gesellschaft　ein．　A疑f　wechselfeuchte鍛Sta難dorten　kommt　die　Q㍑θ2－6㍑5α砲孟∫∬ゴ那α．

、4Z雌3」砂。加6α一Gesellschaft　vor．　Das　Oiso－Plateau　u難d　die　Kitakaname一．Hochebene三m

westlichea　Teil　der　Stadt　Hiratsuka，　die．mit　vulkanischer　Asche穫nd　Kanto・Lehm　bedeckt

sind，geh6renzumGebietδes　Quercetum　myrsinaefohae．
　　Auf　der　Karteδer　realen　Vegetation　wurde　eine　Diagnose藪ber　den　Zustand　dαnat蓑r．

lichen　gr養nen　Umwelt　der　Stadt　Hiratsuka　abgeleitet，　Besonders　wird　dabei　auf　das

verlorene　Gr銭n　in　der　Stadtmitte，　und　auf　d玉e　notwendige　Erhaltung　der　noch　vorhandenen

nat廿rliche熱und　nat犠rnahen　W琶ider　im　West－Te圭l　der　S£adt　hingew玉ese且．

　　F廿rdie　ihres　Gr甑beraubten　Fiache　werden　auf　Grund　der　Karte　der　potentieil　natar．

1ichen　Vegetation　Vorschl溢ge　gemacht　um　die　sta難dortsgelnaBen　Umwekschutzwalder

（Heimat－Walder）und　andere　grUne　Umweltschutz－Aniage薮f蓑r　die　B麺rger　der　Stadt

Hiratsuka　auf　vege£atin・skundlicher　Grunδlage　neu・u　schaffen．
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